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衆
議
院
議
員
山
本
拓
君
提
出
九
頭
竜
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国
営
か
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い
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る
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に
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る
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弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
の
か
ん
が
い
排
水
事
業
費
の
地
区
別
予
算
額
に
つ
い
て
は
、
今
国
会
に
お
い
て
同
年
度
の
予
算
が
成
立

し
、
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
大
臣
に
よ
り
支
出

負
担
行
為
の
実
施
計
画
が
承
認
さ
れ
た
時
点
で
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

か
ん
が
い
排
水
事
業
九
頭
竜
川
下
流
（
一
期
）
地
区
及
び
九
頭
竜
川
下
流
（
二
期
）
地
区
（
以
下
単
に
「
九
頭
竜
川
下
流

地
区
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
十
郷
一
号
用
水
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
完
了
予
定
で
あ
る
が
、
九
頭
竜
川
下
流
地

区
に
お
け
る
十
郷
二
号
用
水
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
か
ん
が
い
排
水
事
業
費
の
地
区
別
予
算
額
が
決

定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

事
業
の
完
了
年
度
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
の
予
算
額
等
に
よ
り
変
動
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
確
定
的
に
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

一



二
の
�
に
つ
い
て

九
頭
竜
川
下
流
地
区
に
係
る
整
備
方
針
と
し
て
は
、
毎
年
度
国
会
に
お
け
る
議
決
を
経
て
成
立
し
、
財
源
と
し
て
確
保
さ

れ
た
か
ん
が
い
排
水
事
業
費
の
予
算
額
の
う
ち
、
九
頭
竜
川
下
流
地
区
に
配
分
さ
れ
た
予
算
額
の
中
で
、
事
業
に
よ
る
効
果

の
発
現
見
通
し
や
地
元
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二


